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提起を行う。本章は全 4 節から成る。第 1 節では、筆者の教育経験に基づく問題意識につ
いて述べる。第 2 節では、研究の範囲として外国人大学生を対象とする「ビジネス日本語教
育」に焦点を宛てる理由について述べる。第 3 節では、研究の目的を述べ、大問および五つ
の研究課題（RQ）を提示する。第 4 節では、本稿の構成について述べる。 
 




































に関する知識の習得や運用能力の向上をめざすもの（高江洲・中川 2009、湯 2011 ほか）、
ビジネスマナーなど日本のビジネス文化に関する知識を身につけることをめざすもの（大
木 2007、高江洲 2011 ほか）、日本の就職活動のプロセスやエントリーシートの書き方と
いった日本の就職活動に関するノウハウを知ることをめざすもの（福岡 2015、高本 2011 ほ
か）、日本の企業や業界に対する理解を深めることをめざすもの（神谷 2010、大木 2007 ほ
か）、自分の長所や短所、人生経験、将来の展望などについて内省し、日本語で表現するこ

















































































































































































































































































































ネス日本語教育」の特徴は、次の図 1 のようにまとめられる。 
 
 
























































第 4 節 本稿の構成 
本節では、本稿の構成について述べる。 
本稿は全 8 章から成り、問題提起編（第 1 章）、理論編（第 2・3・4 章）、実践編（第




図 2 本稿の全体構成 
 
以下、各章の構成と概要を述べる。 
問題提起編にあたるのは、第 1 章である。 
第 1 章「序論」では、外国人大学生を対象とする「ビジネス日本語教育」に対する問題提
起を行う。本章は全 4 節から成る。第 1 節では、筆者の教育経験に基づく問題意識につい
て述べる。第 2 節では、研究の範囲として外国人大学生を対象とする「ビジネス日本語教
育」に焦点を宛てる理由について述べる。第 3 節では、研究の目的を述べ、大問および五つ
の研究課題（RQ）を提示する。第 4 節では、本稿の構成について述べる。 





してきたか」を探究すべく、1980 年代から 2010 年代までの外国人大学生に対する就職支
援をめぐる日本の政策の変遷と「ビジネス日本語教育」との関連性を分析する。本章は全 5
節から成る。第 1 節では 1980 年代から 1990 年代、第 2 節では 2000 年代前半、第 3 節で







は全 5 節から成る。第 1 節では、分析の概要について述べる。第 2 節では「就活対策」、








から成る。第 1 節では、1990 年代以前の日本の大学において主流であった職業指導につい












いて述べる。第 3 節では、研究協力者と筆者の位置づけについて述べる。第 4 節では、実践
の日程と内容について述べる。第 5 節では、インタビューの方法とツールについて述べる。
第 6 節では、実践データの分析方法について述べる。 
第 6 章「実践の分析Ⅰ 外国人大学生を対象とする「キャリア日本語教育」実践とはどの
ようなものか」では、RQ4「外国人大学生を対象とする「キャリア日本語教育」実践とはど
のようなものか」を探究すべく、「自己構成」に他者はどのように関与するかという観点か





第 7 章「実践の分析Ⅱ 外国人大学生を対象とする「キャリア日本語教育」実践の意義は
何か」では、RQ5「外国人大学生を対象とする「キャリア日本語教育」実践の意義は何か」
を探究すべく、「自己構成」と日本語の学びはどのように関連するかという観点から実践の





総合討論編にあたるのは、第 8 章である。 
第 8 章「結論」では、前章までの内容と RQ に対する答えを総括したうえで総合討論を行
い、「キャリア日本語教育」としての「ビジネス日本語教育」のあり方に関する提言を述べ
る。本章は全 3 節から成る。第 1 節では、前章までの分析・考察の内容をふまえ、RQ に対
する答えをまとめる。第 2 節では、RQ の答えをふまえ、大問に対する総合討論を行い、日










のように発展してきたか」を探究すべく、1980 年代から 2010 年代までの外国人大学生に
対する就職支援をめぐる日本の政策の変遷と「ビジネス日本語教育」との関連性を分析する。 
本章は全 5 節から成る。第 1 節では 1980 年代から 1990 年代、第 2 節では 2000 年代前





第 1 節 1980 年代から 1990 年代：留学生受入れ 10 万人計画にみる「母国就職」志
向 


















図 3 高等教育機関における外国人留学生受け入れ数（1978 年～1999 年） 
（文部科学省 1999、p.11 のデータをもとに筆者作成） 
 
図 3 からわかるように、1982 年以前は高等教育機関に在籍する外国人留学生は 1 万人に
満たなかった。しかし、「留学生受入れ 10 万人計画」が策定された 1983 年に 1 万人を超
え、10 年後の 1993 年には 5 万人を超えるという驚異的なペースで増加している。留学生
の増加に伴い、卒業後の就職による在留資格変更許可数も大幅に伸び、1998 年には 1 万件























































ると学習者の数は減少し、1996 年ごろから IT 関係の技術者を中心にまた学習者が増えて

































（2016）によれば、1990 年代には総人口における生産年齢（15 歳以上 64 歳未満）人口の




























第 3 節 2000 年代後半：アジア人財資金構想をはじめとする「日本就職」促進施策 







い形で可視化した。」（p.164）と評している。4 年間で累計 1959 名の留学生が本事業に参
加し、参加者の 67%が日本企業に就職したと報告されている 3。アジア学生文化協会（2007）
を参考に、本事業のプログラム内容をまとめたものが次の表 1 である。 
 
表 1 アジア人財資金構想プログラム内容 
（アジア学生文化協会 2007、pp.1-2 をもとに筆者作成） 































































































2 2016 年に CiNii Articles のデータベースを用い、「留学生」と「就職」または「就業」または「キャリア」の組み合





図 4 留学生の就職・キャリアに関する論文数（種類別） 
 





























表 2 留学生からの就職目的の処分数および許可数 

























処分数 11,410 11,789 10,230 8,467 9,143 11,698 12,793 14,170 17,088 21,898 27,926 30,924 
許可数 10,262 11,040 9,584 7,831 8,586 10,969 11,647 12,958 15,657 19,435 22,419 25,942 
 




による外国人新規入国者の数は 25,063 人（2016 年は 20,940 人）で、これも過去最高の人
数となっている。 
また、次の図 5 は、日本学生支援機構が毎年実施している「外国人留学生進路状況・学位











図 5 を見ると、2007 年度以降、日本就職者の割合はおよそ 2 割から 3 割で推移してい
















図 7 日本企業における海外大卒者の採用状況 














































いは採用する予定の企業の割合は、2011 年は 13.1%に過ぎなかったものの、2013 年には
35.2%と 3 倍近くに急増し、その後 2018 年まで 34％から 39%の範囲でほぼ横ばいで推移
している。次年度の採用予定についても同様の傾向がみられ、2011 年には 24.5%だったが、
2013 年には 48.4%とほぼ倍増している。2014 年以降は半数以上の企業が「次年度に外国人
留学生を採用する予定」と回答している。 
他方、図 7 をみると、外国人社員を雇用している企業のうち海外大卒者を採用した企業
の割合は、2013 年は 6.1%にすぎなかったが、2014 年は 17.3%、2015 年には 22.8%と右肩
上がりに増加している。2016 年に 18.9%と鈍化がみえたのには、この年に国内学生の採用
スケジュールが大幅に繰り下げられたことによって企業の負担が増したことなどが影響し
ていると推測される（ディスコ 2016、p.9）。実際、2017 年には 20.1%、2018 年には 25.7%
とふたたび増加傾向がみられる。次年度の採用予定と答えた企業も、2013 年の 9.6%から




































































就職率を現状の 3 割から 5 割に向上させることを目指し、留学生に対する日本語教育、中
長期インターンシップ、キャリア教育などを含めた特別プログラムを各大学が設置するた
めの推進方策を速やかに策定」（p.207）することが提言された。ここでは、留学生の就職






































第 5 節 まとめと考察：外国人大学生を対象とする「ビジネス日本語教育」の現状と
課題 








































































本章は全 5 節から成る。第 1 節では、分析の概要について述べる。第 2 節では「就活対





























あり）。分類を次の表 3 に示す。 
 


















































義」科目の実践報告を行っている。当該科目のカリキュラムは次の 3 部構成である。第 1 部
では、「仕事とライフプランニング」「日本の企業とは」「就職活動の流れ」「社会人の基
本」「日本ビジネスの基本」という五つのテーマに基づき、ビジネスに関する基礎知識や語









































































































































































第 5 節 まとめと考察：キャリア教育の観点からみた外国人大学生を対象とする「ビ
ジネス日本語教育」実践の問題点 
以上、外国人大学生を対象とする「ビジネス日本語教育」の実践事例を分析し、キャリア































































本章は全 3 節から成る。第 1 節では、1990 年代以前の日本の大学において主流であった






第 1 節 1990 年代以前：ワーク・キャリア概念に基づく職業指導 
1990 年代以前の日本の大学においては、卒業後を見据えた就職支援として、職業選択理
論に基づく職業指導が主流であった。 











































































































































リア教育の違いを端的にまとめたものが次の表 4 である。 
 
表 4 職業指導とキャリア教育との違い 











キャリア理論 Parsons の職業選択理論 Super のキャリア発達理論 





















































































































ァ」が「状態（states）」や「所有の永続性（the permanence of having）」によって学習
の到達度や成果を捉えようとするのに対し、「参加メタファ」では「活動（activities）」や




たものが、次の表 5 である。 
 
表 5 獲得メタファと参加メタファ（Sfard 1998、p.7、Table1 をもとに筆者作成） 
 獲得メタファ 参加メタファ 
学習の目標 個人の向上 コミュニティの構築 
学習 何かを獲得すること 参加者になること 














































































第 3 項 実践の分析枠組み 
以上の分析・考察をふまえ、外国人大学生を対象とする「ビジネス日本語教育」実践の分


















































































あり方とその意義を考察する。第 6 章および第 7 章における実践の分析と考察に先立ち、
次の第 5 章では、実践の概要を述べる。 
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6 節から成る。第 1 節では、社会構成主義に基づくナラティヴ・アプローチと「物語的自己」
の概念について述べる。第 2 節では、実践の背景として韓国の大学生の就職活動の実情と
その問題について述べる。第 3 節では、研究協力者と筆者の位置づけについて述べる。第 4
節では、実践の日程と内容について述べる。第 5 節では、インタビューの方法とツールにつ
いて述べる。第 6 節では、実践データの分析方法について述べる。 
 






































































































































































































































































































































   
表 6 「就職・就職活動に関するアンケート」の設問一覧 
回答方式 設問 
選択 1. 卒業後の予定または希望 
選択 2. 就職を希望する国 
選択 3. 2 の回答理由（日本での就職希望の有無に関する理由） 
選択 4. 日本で就職した場合の希望勤続年数 
選択 5. 4 で回答した期間が経過したあとの予定 
選択 6. 就職を決める際に重視している要素 
選択 7. 企業研究で知りたいこと 
選択 8. 希望する企業・業種・職種（企業名は記述式） 
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選択 9. 就職活動および内定の状況 
選択 10. 就職活動において困ったこと・困っていること 
自由記述 11. 就職活動に関する悩み・困っていること 
選択 12. 就職活動の情報を集めるとき、役に立つと思う情報源 
選択 13. 大学の就職支援の取り組みで役に立ったもの・あればよかったと思うもの 
自由記述 14. 外国人が日本企業に就職するために必要だと思う企業や大学の取り組み 
 
選択式回答は集計を行い、回答全体に占める割合を算出した。自由記述式回答の分析には




























記述式回答のテキストデータに対し、質的分析を行った。44 名の回答を 59 のテキストデー
タにセグメント化し、SCAT の 4 ステップでコーディングした後に似たテキスト同士をグ
ループ化し、全体の文脈をふまえてコードを再生成した。最終的な【コード】と抽出された
〈グループ〉、代表的なテキストデータの抜粋を、次の表 7 に示す。 
 



























































考えますか」という設問 14 に対する回答をテキストデータにセグメント化し、同様に SCAT
に基づく質的分析の手続きを行った。結果は次の表 8 のとおりである。 
 

































































































































本に留学していた間や、筆者が 2015 年 3 月に日本に帰国してからも、時折 SNS やチャッ
トを通じて連絡を取り合っていた。 

























































第 4 節 実践の日程と内容 
本稿における実践研究とは、サトミが就職活動を始めたばかりの 2015 年 7 月から韓国内















表 9 サトミとの実践の流れ 
日付 実践 方法および場所・時間 サトミの就職活動 
2015/07/15 調査協力依頼 チャット  
2015/07/26 エントリーシート（以下、
ES）推敲 
 Z 社 ES 作成 
2015/08/10 研究倫理に関する説明・調査
協力同意書サイン 
第 1 回インタビュー 
対面（韓国ソウル市） 
約 320 分 
 
2015/08/20 第 2 回インタビュー 対面（韓国某市〈サト
ミの出身地〉） 




ES 推敲 チャット、メール A 社、B 社、C 社、D 社 
ES 作成 
2015/09/18 第 3 回インタビュー 対面（韓国ソウル市） 
約 104 分 
日本企業主催就職セミナー
参加（インタビュー前） 
2015/09/22 自己 PR 動画フィードバック チャット 自己 PR 動画作成 
2015/09/25 A 社の面接ふりかえり インターネット通話 A 社面接（終了後に筆者と
通話） 





記録①（A 社・B 社・C 社
の面接記録）作成 
2015/10/??3   D 社面接 
2015/11/??   Y 社面接 
2015/11/26 Y 社インターン採用の報告 チャット Y 社インターン採用決定 





約 120 分 
2016/04/06
～04/22 
ES 推敲 チャット、メール C 社（2 回目）、F 社、G
社、H 社、I 社、J 社 ES
作成 
2016/04/24 面接練習フィードバック インターネット通話  
2016/04/26   F 社面接 
2016/04/27   面接ふりかえり記録②（F
社の面接記録）作成 
2016/??/??   C 社（2 回目）面接 
2016/??/??   K 社面接 
2016/05/28 第 5 回インタビュー 対面（韓国ソウル市） 






















2016/08/11 第 6 回インタビュー 対面（韓国ソウル市） 














2017/03/29 第 7 回インタビュー 対面（韓国ソウル市） 
約 51 分 
 
2017/04/28 ES 推敲 チャット、メール  
2017/04/30 第 8 回インタビュー 対面（韓国ソウル市） 










約 55 分 
 



























は、2015 年 9 月下旬に同じ日本企業の面接を受ける学生同士で企画された面接練習のため






























表 10 スタディーグループのメンバー 
仮名 性別 参加時期 備考 
筆者 女性 2016.8~  
サトミ 女性 2016.8~ 韓国の大学在学中。日本語専攻。 
ユイ 女性 2016.8~ 
韓国の大学卒。理系専攻。日本語は中学生の頃から独学。韓国




ジア 女性 2016.8~ 日本の大学卒。日本で就職活動・内定獲得の経験あり。 
ウンビ 女性 2016.8~2016.12 韓国の大学在学中。日本語専攻。サトミと同学年。 
イェナ 女性 2016.8~2016.12 韓国の大学在学中。サトミと同学年。 
ボムス 男性 2016.8~2016.10 韓国の大学在学中。理系専攻。 






スミ 女性 2016.12~ 韓国の大学在学中。日本語専攻。 
ソジュン 男性 2017.1~  
ダソム 女性 2017.1~2017.1  
ヘジ 女性 2017.1~2017.2  
ハリン 女性 2017.6~  
 
第 5 節 インタビューの方法とツール 
本実践では、インタビュー形式での対話活動を中心とした。第 1 回・第 2 回のインタビ
ューと、第 3 回以降のインタビューでは、目的に応じて異なる方法やツールを用いた。以
下、それぞれのインタビューの方法とツールについて記述する。 
先述のとおり、研究協力を打診した 2015 年 7 月時点で、サトミは「自己分析」に対する



















































ら成る。このテストは本来、各設問に対して 6 段階（1：全然そうではない 2：そうではな
84 
 








た設問は、設問が否定形であるため、計算する際に点数が通常と反対（回答が 1 なら 6 点、
6 なら 1 点）になることを表す。 
 
表 11 「同一性地位判定尺度テスト」（加藤 1983）設問およびサトミの回答結果 











































図 9 第 1 回インタビュー終了時のサトミの自分史年表（生まれてから高校卒業まで） 
 
 











































図 12 は、第 2 回インタビュー終了時点でのサトミの「自分史年表」の画像である。第 1 回














以上、第 1 回・第 2 回のインタビューでは、「同一性地位判定尺度テスト」の設問項目、
自分史年表、生活記録簿という三つのツールを用いることによって、語りを促すとともにそ
れを可視化し、語りに対するふりかえりや解釈、再構成を促進することを意図した。 
















第 6 節 実践の分析方法 






























◆2015/08/10 第 1回インタビュー 
437 古賀 で、高 3まで第二外国語（として日本語を勉強）して、で、ここでも
う、【サトミが在籍する韓国の大学】に入るって？ 



























































1454 サトミ 自分も知らない自分を、他の人が探してくれたり。 












1482 サトミ 本当に先生私のこと全部、もうわかって 
1483 古賀 もうサトミマスターかもしれない私。 
93 
 
1484 サトミ マスター、マスター。 
 


















































事例② 自己 PR 文推敲にみる対話の意義 
ここでは、サトミが工藤先生（仮名）および筆者という二人の日本語教師とそれぞれ自己
PR 文の推敲を行った事例を取り上げ、両者の違いから対話の意義を分析する。 






















503 古賀 そんななの？え、でも、サトミさんのエントリーシートでしょ？ 
504 サトミ でも私のストーリーはちゃんと入れて、表現だけ。ちょっとかたくなり
ました。 









工藤先生とサトミで推敲した後の自己 PR 文は、次のとおりである。 
 























































終的にサトミが企業に提出した自己 PR 文は以下の通りである。 
 
















後日行われた第 3 回および第 4 回インタビュー中に、サトミは二人の教師との推敲の感想
や両者の違いについて次のように語っている。 
 
◆2015/09/18 第 3回インタビュー 








258 古賀 ほんと？大丈夫だった？（笑） 
259 サトミ 大丈夫でした。正直、最初の、ちょっと、え～と思って（笑）。一生懸
命書いたのにって（笑） 



















268 古賀 でもすごい良くなったと思う。だってあれだけ色々やってたのに。 
269 サトミ そうですね！最初の文章見たら、もう（笑）。 




◆2015/12/07 第 4回インタビュー 
507 古賀 その時私、（A社のエントリーシートを）もらって、結構直したじゃ
ん、また。私がすごい覚えてるのは、本作りの。 
508 サトミ 「もったいない！」って。 





511 古賀 そうそう、覚えている。 
512 サトミ でも本当にそういうアドバイスのおかげで、ちゃんと。 























































































































































































































































































































































































441 古賀 相談をしてた？ 
442 ミンジ はい。それで、その相談もできるから、スタディーが役に立ってると思
う。 


















461 古賀 それもいいよね。エントリーシートとか、面接のフィードバックとか。 
462 ミンジ 質問の答えも、これは言わなくてもいいんじゃないですかとか。 
463 古賀 ちゃんと内容も言ってくれるとか。 
464 ミンジ エピソード、もっと具体的に言ったほうがいいよとか、そういう相談も
やってくれたりとか。 
465 古賀 とってもいいよね。 

























































604 サトミ 二日間ですから、あんまり親しくなかったし 














625 古賀 何て言うのかな、周りを見る？様子をうかがう？ 








































活動を行った。2016 年 8 月 16 日のスタディーグループ活動では、まず、「最新！『女性
が働きやすい会社』ベスト 300」4という日本語の記事と、「여성이 일하기 좋은 회사에 


























4 岸本吉浩（2016）「最新！「女性が働きやすい会社」ベスト 300」東洋経済 ONLINE（2016 年 8 月 15 日）〈http:/
/toyokeizai.net/articles/-/131294〉（2020/06/21 閲覧） 




































































































































































































































































































































図 13 教室における教師と学習者の関係（舘岡 2007、p.47、図 2 転載） 
 
















































































































322 サトミ で、そういう答えをしたら、みんな結構言うねって。 
323 古賀 これか。日本は、あ、韓国は。 








◆2016/05/28 第 5回インタビュー 
537 古賀 今のところ振り返りを聞いてると、絶対聞かれるのは志望動機と自己 PR
はそうだけど、何で日本で働きたいの？っていうのも。 





























◆2017/4/30 第 8回インタビュー 







463 古賀 今の課題？これが。 
464 サトミ 課題。難しいですね。だんだん時間がたつと、この人をどうやって説得
させるというかを、ずっと考えてます。 








485 古賀 何か言ってた気がする。 
486 サトミ そのときに私もマーケティングやりたいですって話したら、マーケティ
ングを小さな子どもにどう説明しますか。 























































◆2016/05/28 第 5回インタビュー 
96 サトミ ……（G社のグループ面接で）その中でも 3人みんな女だったんですけれ
ども、3人のうちに心理学科の、結構日本語がペラペラな人がいて……面接が終わったあと
に、なぜそんなに日本語上手ですかって聞いたら、オタクはいいもんですねって（笑）。 
97 古賀 ああ、オタクだった。 
98 サトミ オタクだった。でも何か面接、私が答えたあとにほかの人も答えるじゃな
いですか。で、聞くうちに何か、ああ、これはちょっと落ちるって。 
99 古賀 本当？ 
100 サトミ 私の答えとしては、あんまりこういう魅力が出ない、感じない、と自ら思
ってて。 













107 古賀 聞いてて思ったんだ（笑）。 
108 サトミ 聞いてて、ああ、なるほどって（笑）。 
109 古賀 でも、確かにうまいね。 
110 サトミ うまいと思って、刺激をそのとき結構受けました。 

























































◆2017/03/29  第 7回インタビュー 





121 古賀 へぇ、そう？ 
122 サトミ なんか若々しい、子どもっぽい答えだけをしたんだなと思って（笑） 
123 古賀 へえ、自分でそう思うの？ 
124 サトミ はい。それって、日本語で話すから、あんまり意味が知らない？相手と
しては、私が Aという意味で話したのに、届ける人には Bか Cの意味で届ける可能性もあ
るんじゃないですか。 
125 古賀 意味が間違って伝わっちゃう？ 
126 サトミ 間違って伝わっちゃうんじゃないかな、という気がします。単語によっ
ても意味が違うし。 






129 古賀 あー、それが足りなかった？ 
130 サトミ 足りなかったと思います。現時点としては。 
 







475 古賀 それはどうなんだろう。日本語だからなのかな。 
476 サトミ 日本語だからだと思います。 
477 古賀 韓国語ならできる？ 
478 サトミ 韓国語なら何となく表現が違っても、話せると思うんですけれども、日
本語だと緊張しちゃいますね。 
479 古賀 間違ったらどうしようっていう緊張？ 















































◆2015/08/10 第 1回インタビュー 
960 サトミ 私は、親やまわりの人の期待にそった生き方をする事に疑問を感じたこ
とがなーい。そうではない。（回答欄に 2を記入） 
961 古賀 あ、疑問感じたことがある。 
962 サトミ あり！（笑） 
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963 古賀 それは例えば？ 
964 サトミ ん～、そうですね。大学、入学する前にずーっと、親が、期待する方向に
向いて私はやったんですね。期待応ずるために？ 










970 サトミ そういう疑問は持たなかったんですね。 




973 古賀 そういう考えだったんだ。 
974 サトミ はい。 
975 古賀 今はお母さんの希望を優先しようって。それから自分がやりたいことを
見つけるって。 


















学 3 年生の時にとうとうクラス 1 位の成績を修めた。以下は、このエピソードに関するサ
トミと筆者とのやりとりである。 
 
◆2015/08/20 第 2回インタビュー 
522 サトミ 勉強、勉強、勉強でした。 
523 古賀 これはなに、お母さんを、見返すじゃないけど、お母さんに認めてほしく
て？ 
524 サトミ 認めてほしくて、もありますし、私も、できるみたいな風に。 
525 古賀 自分の中で？自分を試したの？ 
526 サトミ 試したこともありますし、お母さんに、私はできますよっていう。無視し
ないでくださいみたいな。そういう反抗？みたいな（笑） 
527 古賀 へぇ。でもすごいがんばったね。 
528 サトミ 本当にひどかったんですよ、もう。携帯も見ず、パソコンも見ないで、ず
ーっと勉強勉強。 
529 古賀 えー、なんでそんなに頑張れたの？ 
530 サトミ それで疲れて、高校生からあんまり、勉強（笑） 
531 古賀 あ、これが限界、ピークだったの？ 
532 サトミ ピーク、ピーク、本当にピークでした。 
533 古賀 へぇ、これが（中学）3年生か。 
534 サトミ だってそれは、あんまり、私の将来をめざした勉強ではなくて、ただ、点
数のために。 
535 古賀 テストの点数のために頑張りたかったのね。 
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536 サトミ はい。だから何の目標もない、めざす場所がないから。 








なりの「反抗」であったと語っている。結果、サトミは中学 3 年生のときの試験で 5 教科平












◆2015/08/10 第 1回インタビュー 
437 古賀 で、高 3まで第二外国語（として日本語を勉強）して、で、ここでもう、
【サトミが在籍する大学】に入るって？ 
438 サトミ そうですね。もうこれから大学にどこ行くっていう、高 3はじめから考え
て、外国語を。私ちょうど振り返ってみると、ここまでハマって勉強したことがあるかって
ことを考えたら、日本語しかないなと思って。 








441 古賀 そんな、ご両親とも？お父さんもお母さんも？ 
442 サトミ お母さんがほんっとーに反対してて、お父さんはちょっと落ち着いた
（笑）、なんかちょっと、まぁまぁみたいな感じになって（笑） 






446 サトミ 将来性があるのがいいんじゃない？って。 





















979 古賀 じゃあ受験が終わったころ？ 
980 サトミ はいはい。そのごろに、ずーっと。今まで私何やったんだろう。 
981 古賀 あ、そうなんだ。 
982 サトミ はい。 
983 古賀 それは、なんかきっかけっていうか、ターニングポイントみたいなのがあ
るの？ 
984 サトミ 専攻決める時に、大学って大事、なんじゃないですか。4年も。 






987 古賀 それは、専攻決める時っていうのは、大学 1年生の終わり？ 
988 サトミ いえ、1年生じゃない。高校 3年生。 
989 古賀 あ、そっか、入る前？ 
990 サトミ 入る前。だって수시［随時（募集）］ 6ってガッカイ（学科）も決めて、
入れる（申請する）んですから。ちゃんと決め、 
991 古賀 あぁ、自由専攻じゃないのにしようかって思ったっていうこと？ 
992 サトミ はい。私一応日本語が好きで、日本語を。 





























◆2015/08/20 第 2回インタビュー 
1493 古賀 でもそれでも、日本語で、日本で（働きたい）って思えたのは。 
1494 サトミ さっき、言った通りに、中３の時にバーッと成績が上がった時あるんじゃ
ないですか。その時に理由としては、お母さんの期待に、甘えて？ 
1495 古賀 応えて？ 
1496 サトミ 応えて。応えるためにやっただけで、実際に、私がそうなりたいという気
持ちじゃなかったという。言いましたね。 














1503 古賀 うーん、なるほどね。初めて自分で見つけたものだから。 
 
「日本語で、日本で（働きたい）って思えたのは」なぜか、という筆者の問いかけに、サ
































サトミは、大学 3 年次にあたる 2013 年から約 1 年間にわたり、日本の某地方国立大学に
留学していた。第 1 回インタビューの中で「今までで一番楽しかった時代はいつか」と尋ね
た際、サトミは留学先の県名を即答した。第 1 回・第 2 回インタビューを通じて作成した















1027 古賀 へぇ。 
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1028 サトミ はい。その時に、 







1035 古賀 それ留学の時でしょ？ビジネス（センターに行ったのは）。 
1036 サトミ はい。なんかターニングっていってって言うと、【留学先の県名】の時で
した。 














◆2015/08/10 第 1回インタビュー 
1039 古賀 へぇ、なんで【留学先の県名】だったんだろう？ 
1040 サトミ 【留学先の県名】の。一応、初めての海外生活だったし、なんか狭い【サ
トミが在籍する韓国の大学の地名】にはずれて、 
1041 古賀 （笑） 
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1042 サトミ 広い（笑） 
1043 古賀  でも、【サトミが在籍する韓国の大学の地名】もほら、広い、自然が（笑） 
1044 サトミ そうですね（笑）。私が言うことは、私だけがちょっと、狭い生活をや
ってたっていうか。 
1045 古賀 なるほどね。場所じゃなくて生活として。 






1051 古賀 で、それが【留学先の県名】に出たらもっと広がったっていうこと？ 
1052 サトミ そうですね。 







1055 古賀 日本と韓国を比べてっていうこと？ 
1056 サトミ はい。いろんな韓国にはないプログラム、も参加することができて。考え
る力？っていうか、それを、 
1057 古賀 考える力 
1058 サトミ は、【留学先の県名】で得た気がします。 
1059 古賀 おぉ、すごいじゃん。ここが大きかったんだね。 
1060 サトミ 第二の故郷 
1061 古賀 第二の故郷になった！へぇ 
1062 サトミ 大げさに言ったら（笑） 



































































































◆2017/04/30 第 8回インタビュー 
544 サトミ でもそれこそ私が今、何がしたいのか、何がつらいなのかをちゃんと向
き合ってると思う。 




547 古賀 すごいね。大人になったのかな。 







551 古賀 自分について考えたんだね。 
552 サトミ 私、結構こんなに暗いとこあったっけみたいなことも（笑）。  
















































579 古賀 もらわきゃいけない。 
580 サトミ もらわなければなかったので、これはちょっと嫌だなという、気持ちに
なって。 





























623 古賀 日本語なら何でもいいっていうのの意味ができたよね。 





































するためにした」（第 8 回インタビュー、626・628）と語ったことに続くやりとりである。 
 








631 古賀 仕方なかったっていうか、必要なことだった。 


















638 サトミ そうですね。そのときの記憶として、つらい人。 


























































































































述べる。本章は全 3 節から成る。第 1 節では、前章までの分析・考察の内容をふまえ、RQ
に対する答えをまとめる。第 2 節では、RQ の答えをふまえ、大問に対する総合討論を行い、
日本語教育への提言を述べる。第 3 節では、本研究の意義と今後の課題を述べる。 
 
第 1 節 RQ の答え 
第 1 項 RQ1 の答え 
第 2 章において、RQ1「外国人大学生を対象とする「ビジネス日本語教育」の分野は歴史





























































































































































たうえで、第 6 章では RQ4、第 7 章では RQ5 に基づき実践の分析・考察を行った。 
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  □      □     企業で働いている先輩・社員からのアドバイス 
  □      □     外国人向けの求人情報の提供 
  □      □     外国人向けの就職活動に関するセミナー 
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  □      □     個別の就職カウンセリング・相談窓口 
 □      □     その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 
  □      □     特にない 
 
１４．今後、より多くの外国人が日本企業に就職するためには、企業や大学はどのような
取り組みが必要だと考えますか。自由にご意見をください。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
アンケートへのご協力ありがとうございました。 
 
